
全日本年金者組合

三重県鈴鹿支部

安
倍
首
相
は
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
交
渉
参
加
を
表
明
し

ま
し
た
。
▼
私
た
ち
は
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
が
浮
上
し

て
か
ら
、
多
く
の
学
習

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
Ｔ

Ｐ
Ｐ
参
加
の
危
険
性
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
▼
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す

れ
ば
農
業
は
危
機
的
な
状
態
に
陥

り
、
食
の
自
給
率
は
さ
ら
に
下
が

る
。
食
の
安
全
を
守
る
基
準
は
緩

和
さ
れ
、
国
民
皆
保
険
制
度
は
く

ず
さ
れ
、
健
康
な
生
活
が
脅
か
さ

れ
る
。
農
業
が
つ
ぶ
れ
れ
ば
田
畑

は
荒
れ
、
日
本
の
住
環
境
は
、
ま

す
ま
す
荒
れ
て
し
ま
う
。
▼
一
部

の
大
企
業
の
利
益
の
た
め
、
ま
た

ア
メ
リ
カ
に
日
本
を
売
り
渡
し
て

し
ま
う
よ
う
な
こ
の
よ
う
な
表
明

に
怒
り
を
覚
え
る
と
同
時
に
断
固

反
対
の
声
を
政
府
に
届
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
▼
こ
れ
か
ら
も
、

今
ま
で
以
上
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
の
危

険
性
に
つ
い
て
学
び
、
多
く
の
人

に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
の
声
を
届
け

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

（
桑
原

篤

記
）
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年金者組合 鈴鹿支部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

県
下
初

年
金
者
組
合
鈴
鹿
支
部

３
月
24
日
、
県
内
の
年
金
者
組

合
と
し
て
、
最
初
に
鈴
鹿
支
部
が

ホームページのヘッダー

アドレス http://suzuka-nenkinsya.
jimdo.com/

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。

２
月
の
組
織
部
会
で
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
く
こ
と
を
決
め
、
組

合
員
の
橋
詰
圭
一
さ
ん
に
、
制
作

を
依
頼
し
て
い
ま
し
た
。

「
最
新
ニ
ュ
ー
ス
」
「
年
金
者

組
合
と
は
」
「
活
動
の
広
場
」

「
サ
ー
ク
ル
紹
介
」
「
き
ら
ら
」

「
お
問
い
合
わ
せ
（
質
問
・
声
欄
）
」

の
各
ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

訪
問
者
は
１
１
９
人
に
達
し
て

い
ま
す
。
（
３
月
22
日
現
在
）

ア
ド
レ
ス
は
、
ヘ
ッ
ダ
ー
の
説

明
欄
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

「
き
ら
ら
」
が
カ
ラ
ー
で
見
ら

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
訪
問
し
て
、
み
ん

な
で
、
可
愛
が
っ
て
、
育
て
て
く

だ
さ
い
。

（
勝
谷

鐵
幸

記
）

新しい仲間を紹介します

仲間づくり

（北玉垣町）

(3月22日現在）

２２３名

荒木喜代子さん

内山 佳江さん

川合 和子さん

横尾 キミさん

荒木 公子さん

中山 瑞惠さん

（寺家）

（江島台）

（寺家）

（道伯）

（道伯）

年金2,5％の削減の中止を求める請願

昨年11月 16 日には、衆議院解散に
先立ち、ほとんど審議されることのな
いまま､今年 10 月から３年間で、年金
額を 2.5 ％も削減する法律が成立しま
した。
物価スライド「特例水準の解消」を

理由としていますが､これは 2000 年か
ら 2002 年までの、消費者物価指数が
下がった折の、高齢者の生恬と経済へ
の悪影響を避けるために、年金を据え
置いた措置です。
灯油など生活必需品の値上げ、復興

税や各種控除の縮小による増税、社会
保険料の増額などで、高齢者の生活が
厳しさを増している今、10年以上も遡っ
て年金を引き下げる理由はありません。
来年４月からの消費税の引き上げが重
なるならば、その探刻さは計り知れま
せん。「特例水準の解消」は、毎年０．
９％以上も年金額を削減する、デフレ
下のマクロ経済スライドに連動し、限
りない年金削減の流れが作られようと
しています。
年金削減は、高齢者だけの問題では

ありません。高齢者の大幅収入減は、
地域の経済に大きな影響を与え、自治
体の税収減にも直結することはいうま
でもありません。深刻な不況が続く日
本経済への打撃も看過できません。
本来、物価スライドは、物価高騰に

対して、年金の目減りを回避するため
のものです。年金削減の手段とするの
は本末転倒です。
このような年金削減と、その流れを

変えたいとする、私たちの運動にご理
解をいただき、不況をより深刻にする
年金額２．５％削減の実施を中止する
よう、地方自治法第 99 条の規定によ
る意見書を、国に提出されるよう請願
します。

鈴
鹿
支
部
が
、
鈴
鹿
市
議
会
３

月
議
会
に
提
出
し
た
、
「
年
金
２
・

５
％
削
減
を
中
止
す
る
請
願
」
を
、

地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ

る
意
見
書
と
し
て
、
国
に
提
出
す

る
よ
う
、
矢
野
仁
志
議
長
に
求
め

て
い
ま
し
た
。

そ
の
審
議
が
、
３
月
14
日
、
生

活
福
祉
委
員
会
で
行
わ
れ
、
採
決

の
結
果
、
不
当
に
も
採
択
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

本
会
議
（
14
Ｆ
議
場
）
は
、
３

月
26
日
午
前
に
審
議
、
採
決
さ
れ

ま
す
。
10
時
に
市
役
所
ロ
ビ
ー

（
１
Ｆ
）
に
集
ま
り
、
傍
聴
し
ま

す
。
多
く
の
方
の
傍
聴
を
希
望
し

ま
す
．

（
勝
谷

鐵
幸

記
）

支
部
提
出
の
請
願
を
否
決

鈴
鹿
市
議
会
生
活
福
祉
委
員
会

年金者組合 鈴鹿支部
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去
る
２
月

24
日
年
金
者
組
合

12
月
～
２
月
の
誕
生
会
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
で
２
回
目
の
参
加
で
す
が
、

大
変
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
祝
い
の
歌
に
あ
わ
せ
て
、
誕

生
日
を
祝
っ
て
頂
き
、
嬉
し
い
や

ら
恥
ず
か
し
い
や
ら
で
し
た
。

昼
食
は
、
役
員
の
皆
様
の
手
作

り
料
理
で
、
大
変
お
い
し
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。
感
謝
、
感
謝
で
す
。

そ
の
後
、
石
田
市
会
議
員
、
本

堂
多
喜
子
さ
ん
の
ギ
タ
ー
の
演
奏

に
合
わ
せ
て
「
四
季
の
歌
」
「
知

床
旅
情
」
「
い
つ
で
も
夢
を
」
の

３
曲
を
皆
さ
ん
で
合
唱
、
昔
に
戻
っ

た
思
い
で
し
た
。

又
伝
言
ゲ
ー
ム
、
炭
坑
節
の
踊

り
と
楽
し
い
時
間
で
し
た
。

自
己
紹
介
で
話
し
た
趣
味
に
つ

い
て
も
う
少
し
詳
し
く
述
べ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

私
の
、
一
日
の
生
活
は
、
午
前

中
は
家
庭
菜
園
（
約
２
反
）
、
午

後
は
ミ
ニ
盆
栽
、
庭
の
手
入
れ
等

で
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
こ
の
春
は
敷
地
を
里
山

風
の
庭
に
す
べ
く
奮
闘
し
て
い
ま

す
。
す
で
に
２
年
前
に
「
ミ
ニ
田

ん
ぼ
」
「
野
池
」
は
完
成
し
て
お

り
、
メ
ダ
カ
や
金
魚
、
タ
ニ
シ
が

泳
い
で
い
ま
す
。

庭
に
大
き
な
桜
の
木
が
あ
り
、

４
月
の
初
め
に
は
花
見
が
出
来
５

月
６
月
は
色
ん
な
木
々
の
新
緑
が

す
ば
ら
し
く
本
当
に
癒
さ
れ
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た

ら
、
一
度
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

（
弘
田

善
夫

記
）

方
は
、
こ
の
機
会
に
な
ぜ
高
い
の

か
、
ど
う
し
た
ら
低
所
得
者
の
負

担
を
軽
く
し
て
な
お
か
つ
国
の
財

政
を
確
保
す
る
こ
と
が
出
来
る
の

か
を
学
ん
で
頂
く
こ
と
が
出
来
る

と
思
い
ま
す
。
そ
の
上
で
政
治
を

変
え
る
話
を
す
る
と
、
よ
く
分
か

る
し
政
治
を
変
え
る
こ
と
に
確
信

を
持
つ
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
来
年
は
、
学

習
会
に
も
っ
と
多
く
参
加
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
辻
井

良
和

記
）

誕生会炭坑節を踊る 写真提供 勝谷 鐵幸

税
金
申
告
相
談
会
は
、
２
月
19

日
・
21
日
・
３
月
８
日
の
３
日
間

で
31
人
の
相
談
と
申
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
３
月
13
日
に
は
、
鈴
鹿

市
民
会
館
で
「
重
税
反
対
全
国
統

一
行
動
」
の
集
会
と
デ
モ
行
進
が

あ
り
、
年
金
者
組
合
か
ら
も
20
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

申
告
書
は
そ
の
13
日
に
市
役
所

と
鈴
鹿
税
務
署
へ
提
出
し
ま
し
た
。

市
県
民
税
７
人
と
税
務
署
12
人
の

合
計
19
人
で
し
た
。

税
金
申
告
は
、
自
分
の
く
ら
し

の
実
力
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る

と
共
に
、
消
費
税
増
税
を
含
む
日

本
の
税
制
（
税
金
の
取
り
方
）
を

知
り
、
低
所
得
者
に
は
過
酷
で
、

大
企
業
に
は
や
さ
し
い
税
制
で
あ

る
か
を
知
る
機
会
に
な
り
ま
す
。

税
金
に
つ
い
て
高
い
と
感
じ
る

庭
の
池
、
田
に
メ
ダ
カ･

金
魚･

タ
ニ
シ

12
～
２
月
生
ま
れ

誕
生
会

確
定
申
告
相
談
は
31
人

来
年
は
国
民
年
金
の
方
も
申
告
相
談
会
へ

パ
レ
ー
ド
の
あ
っ
た
３
月
10
日

は
、
昼
ま
で
は
天
気
が
良
か
っ
た

の
で
す
が
、
お
城
西
公
園
で
集
会

が
始
ま
っ
た
頃
か
ら
、
小
雨
が
降

り
、
肌
寒
く
な
り
ま
し
た
。
約
６

０
０
人
の
参
加
。
バ
ン
ド
演
奏
、

エ
イ
サ
ー
踊
り
等
の
後
、
１
分
間

の
リ
レ
ー
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
原
発
は
、
動
い
て
い
る
時
も
、

廃
炉
の
時
も
、
労
働
者
の
被
ば
く

を
前
提
と
し
た
、
非
人
間
的
な
電

力
装
置
だ
と
告
発
さ
れ
ま
し
た
。

魚
の
衣
装
を
着
た
女
性
の
「
人
間

は
自
分
と
関
係
な
い
魚
な
ど
の
生

物
も
汚
し
て
し
ま
っ
た
。
」
な
ど

原
発
の
批
判
が
続
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
全
員
で
中
電
前
を
通

り
、
津
市
内
を
パ
レ
ー
ド
。
「
原

発
い
ら
な
い
。
」
「
東
電
や
政
府

は
責
任
を
と
れ
。
」
な
ど
と
唱
和

し
、
行
進
。
寒
さ
も
小
雨
も
吹
き

飛
ば
し
、
す
っ
き
り
元
気
に
。
15

時
30
分
セ
ン
タ
ー
パ
レ
ス
前
で
解

散
と
な
り
ま
し
た
。

「
原
発
の
再
稼
働
反
対
！
す
べ

て
の
原
発
を
廃
炉
に
！
」

さ
よ
う
な
ら
原
発

樋
口

出

96
条
を
変
え
て
は
い
け
な
い

一
人
芝
居
「
憲
法
く
ん
」
で
有

名
な
、
元
ザ
・
ニ
ュ
ー
ズ
ペ
ー
パ
ー

の
松
元
ヒ
ロ
さ
ん
の
ソ
ロ
ラ
イ
ブ

が
、
３
月
12
日
２
０
１
名
の
参
加

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

北
勢
労
連
と
鈴
亀
労
連
（
仮
称
）

準
備
会
の
主
催
で
、
「
第
２
回
春

を
呼
ぶ
春
闘
交
流
会

お
笑
い
日

本
国
憲
法
」
と
題
し
た
、
大
笑
い

の
、
２
時
間
で
し
た
。
と
に
か
く

面
白
か
っ
た
。
特
に
麻
生
元
首
相

の
物
ま
ね
は
、
秀
逸
で
し
た
。

96
条
を
変
え
る
な
と
強
調
の
上

で
、
十
八
番
「
憲
法
く
ん
」
で
は
、

憲
法
前
文
を
暗
唱
し
て
、
「
人
間

な
ら
ば
67
歳
は
ま
だ
ま
だ
現
役
。

３．10さようなら原発三重
パレードの集会

写真提供 勝谷 鐵幸

も
っ
と
日
本
の
た
め
に
働
き
た

い
。
だ
か
ら
、
ど
う
か
も
っ
と

自
分
（
憲
法
）
に
つ
い
て
知
っ

て
み
て
、
考
え
て
み
て
ほ
し
い
。
」

と
訴
え
、
憲
法
を
生
か
し
、
守

り
抜
か
ね
ば
と
、
元
気
を
貰
い

ま
し
た
。
（
勝
谷
鐵
幸

記
）

熱
演
す
る
ヒ
ロ
さ
ん

写
真
提
供

勝
谷

鐵
幸
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創
設
以
来
委
員
長
を
務
め
ら
れ

た
鈴
木
茂
さ
ん
が
、
体
調
不
良
の

た
め
勇
退
さ
れ
、
鈴
鹿
支
部
長
の

３
月
６
日
、
伊
勢
市
伊
勢
ト
ピ

ア
に
て
、
三
重
県
年
金
者
組
合
第

24
回
定
期
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

初
め
て
の
参
加
で
す
。
ど
ん
な

会
議
な
の
か
、
不
安
と
楽
し
み
半
々

の
気
持
ち
で
し
た
。

ほ
ぼ
定
刻
に
会
議
が
始
ま
り
、

来
賓
の
方
々
や
選
任
さ
れ
た
議
長

さ
ん
の
話
の
中
に
、
神
宮
の
式
年

遷
宮
は
、
内
宮
外
宮
の
建
物
す
べ

て
が
新
し
く
建
て
替
え
ら
れ
る
と

か
。
神
器
の
宝
物
の
大
刀
に
は
、

朱
鷺
の
羽
根
を
使
用
す
る
が
、
な

ぜ
同
じ
仲
間
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
羽

根
で
は
い
け
な
い
の
か
、
等
々
大

変
面
白
く
貴
重
な
話
を
聴
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
さ
す
が
伊
勢
市

で
の
大
会
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

昼
休
み
に
は
、
ギ
タ
ー
の
弾
き

語
り
を
楽
し
み
、
午
後
か
ら
は
、

議
案
に
対
す
る
質
疑
応
答
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
中
に
、
な
ぜ
み
え

労
連
に
加
盟
費
が
支
払
わ
れ
る
の

か
、
と
の
問
い
に
、
新
し
く
選
任

さ
れ
た
辻
井
良
和
執
行
委
員
長
よ

り
、
明
確
な
説
明
が
あ
り
、
納
得

し
ま
し
た
。

ま
た
、
九
月
に
行
わ
れ
る
日
本

高
齢
者
三
重
大
会
の
成
功
に
向
け

た
、
力
強
い
決
意
が
話
さ
れ
、
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

会
議
の
中
で
は
、
笑
い
も
あ
り
、

大
変
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
大
会
で
し

た
。

鈴
木
さ
ん
か
ら
辻
井
さ
ん
へ

新
委
員
長
選
出

県
本
部
定
期
大
会

鈴
木

奎
而

け
い

じ

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
大
会

３
月
13
日
、
鈴
鹿
市
民
会
館
ホ
ー

ル
に
て
、
「
重
税
反
対
鈴
亀
集
会
」

が
開
催
さ
れ
、
年
金
者
組
合
か
ら

も
19
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
も
、
東
北
支
援
物
産
展
が

行
わ
れ
、
地
酒
や
今
が
旬
の
若
布
、

め
か
ぶ
、
そ
の
他
魚
介
類
等
、
い

ろ
い
ろ
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
皆
、

和
気
あ
い
あ
い
と
、
ス
ル
メ
や
ホ

タ
テ
な
ど
食
べ
、
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

13
時
か
ら
、
集
会
が
あ
り
、
支

部
長
の
辻
井
さ
ん
が
挨
拶
し
ま
し

た
。
続
い
て
、
佐
々
木
憲
章
さ
ん

の
国
会
質
問
「
不
法
な
税
務
調
査

を
す
る
な
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
、
民

商
婦
人
部
の
コ
ン
ト
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
反
対
」
が
あ
り
ま
し
た
。

集
会
後
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

し
な
が
ら
税
務
署
ま
で
、
デ
モ
行

進
し
、
民
商
組
合
員
は
集
団
申
告

し
、
年
金
者
組
合
は
、
総
務
課
長

に
「
重
税
反
対
の
請
願
署
名
」
４

２
７
筆
を
手
渡
し
ま
し
た
。

国
民
は
国
の
主
権
者
で
あ
り
、

納
税
者
で
あ
る
の
で
す
。
納
税
者

と
し
て
の
権
利
を
学
ん
で
、
正
し

い
納
税
を
し
、
私
た
ち
高
齢
者
も
、

生
き
や
す
い
政
治
を
行
っ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
し
た
。

支
部
・
分
会
・
班
づ
く
り
、
支
部

活
動
の
活
性
化
な
ど
を
話
し
合
い

ま
し
た
。
静
岡
県
伊
東
市
の
あ
る

支
部
は
、
放
射
能
汚
染
か
ら
子
供

を
守
ろ
う
と
、
若
い
人
た
ち
も
加

わ
り
、
応
援
の
電
話
も
多
く
掛
か
っ

て
き
て
、
み
ん
な
で
伊
東
市
に
請

願
を
出
す
こ
と
が
出
来
た
と
，
報

告
し
ま
し
た
。
ま
た
、
年
金
者
組

合
の
会
員
も
高
齢
化
し
つ
つ
あ
り
、

若
い
60
歳
台
の
人
を
増
や
そ
う
と

頑
張
っ
て
い
る
支
部
も
あ
り
ま
し

た
。
わ
が
鈴
鹿
支
部
も
老
い
て
き

て
い
て
、
他
人
事
で
は
な
い
と
思

い
ま
し
た
。

①
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
お
年
寄
り

を
な
く
そ
う
。

②
第
二
の
人
生
を
生
き
生
き
楽

し
く
過
ご
そ
う
。

③
年
金
者
の
生
活
を
守
る
た
め

に
行
動
し
よ
う
。

こ
れ
ら
が
、
私
が
こ
れ
か
ら
も

心
が
け
た
い
３
つ
の
事
柄
で
す
。

表
題
の
支
部
交
流
集
会
が
、
活

動
者
会
議
と
性
格
づ
け
て
、
大
垣

市
上
石
津
緑
の
村
公
園
「
奥
養
老
」

で
、
２
月

26
～

27
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
会
場
へ
着
い
た
ら
、
ま

だ
残
雪
が
あ
り
、
寒
い
山
の
中
で

し
た
。

年
金
者
組
合
の
任
務
と
展
望
に

つ
い
て
、
中
央
本
部
の
篠
塚
委
員

長
の
講
演
が
あ
り
、
支
部
の
活
動

強
化
と
組
合
の
団
結
を
図
り
、
反

原
発
と
反
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
反
消
費
税
増

税
、
年
金
２
・
５
％
削
減
反
対
、

年
金
の
支
給
年
齢
の

68
歳
～

70

歳
へ
の
引
き
上
げ
反
対
の
要
求
実

現
を
目
指
す
こ
と
を
、
特
に
、
年

金
の
２
・
５
％
を
中
止
せ
よ
と
の

署
名
運
動
で
は
、
一
人
で
も
多
く

の
人
に
お
願
い
し
て
ほ
し
い
と
、

強
く
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

分
散
会
で
は
、
「
仲
間
づ
く
り

の
飛
躍
を
ど
う
作
り
出
す
」
を
テ
ー

マ
に
、
組
合
員
の
拡
大
、
新
し
い

高
齢
者
の
生
き
や
す
い
政
治
を

三
林

保
子

支
部
活
動
を
強
め
よ
う

山
中
加
代
子

２
０
１
２
年
度
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
交
流
集
会

前
委
員
長
の
鈴
木
さ
ん
に
花
束
を
贈
る
熊
給
さ
ん

写
真
提
供

勝
谷

鐵
幸

辻
井
良
和
さ
ん
が
新
し
く
選

ば
れ
、
支
部
長
を
兼
任
さ
れ

ま
す
。

鈴
木
さ
ん
の
功
績
を
称
え

て
、
鈴
鹿
支
部
か
ら
花
束
を
、

熊
給
富
子
さ
ん
が
代
表
し
て

贈
り
ま
し
た
。

辻
井
豊
子
さ
ん
が
支
部
代

議
員

13
人
を
代
表
し
て
討
論

に
参
加
し
、
女
性
部
活
動
な

ど
を
、
報
告
し
ま
し
た
。

（
勝
谷

鐵
幸

記
）

討論する辻井さん
写真提供
勝谷 鐵幸デモ行進の出発

写真提供 勝谷 鐵幸



初
め
て
の
参
加
者
が
２
人
（
荒

木
公
子
さ
ん
、
中
山
瑞
恵
さ
ん
）

あ
り
、
み
ん
な
で
自
己
紹
介
を
し

あ
い
、
お
か
し
や
あ
ら
れ
の
差
し

入
れ
を
分
け
合
っ
て
、
バ
ス
内
は

楽
し
く
進
み
ま
し
た
。
帰
り
に
は
、

し
ば
ら
く
ぶ
り
に
み
ん
な
で
写
真

を
撮
り
ま
し
た
。

４
月
例
会
は
、
19
日
（
金
）
午

前
８
時
30
分
発
、
豊
田
市
浄
水
に

あ
る
「
竜
泉
寺
温
泉
浄
水
店
」
に

行
き
ま
す
。
参
加
費
３
千
円
。

（
辻
井

良
和

記
）

（
３
／
20
実
施
）

３
月
の
例
会
は
大
津
市
の
北
に

あ
る
ス
ー
パ
ー
銭
湯
「
大
和
の
湯

大
津
」
で
し
た
。

お
天
気
も
よ
く
18
人
で
第
２
名

神
を
走
り
、
大
津
イ
ン
タ
ー
か
ら

湖
岸
通
り
を
北
へ
、
競
艇
場
近
く

に
そ
の
温
泉
は
あ
り
ま
し
た
。
都

市
型
の
建
物
で
、
食
事
は
１
階
温

泉
は
２
階
と
３
階
（
露
天
風
呂
）

と
な
っ
て
い
て
、
お
湯
は
温
泉
の

お
湯
で
し
た
。

温
泉
め
ぐ
る
会

３
月
例
会

琵
琶
湖
畔
の
温
泉
銭
湯

パ
ソ
コ
ン
教
室

（４）第１９３号 き ら ら ２０１３．３．２２

曇
り
空
な
が
ら
、
暖
か
な
３
月

20
日
に
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で
、
今

回
２
人
の
新
参
加
者
が
あ
り
、
男

７
名
女
11
名
の
18
名
で
、
４
ゲ
ー

ム
を
行
い
ま
し
た
。

ト
ッ
プ
賞
は
、
４
ゲ
ー
ム
ト
ー

タ
ル
72
で
川
村
忠
さ
ん
で
し
た
。

ブ
ー
ビ
ー
賞
は
松
村
美
津
代
さ

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

優
勝
は
川
村
忠
さ
ん

食
事
と
温
泉
も
楽
し
む

ん

、

ホ

ー

ル

イ

ン

ワ

ン

は

、

伊

藤

守

さ

ん

と

川

村

忠

さ

ん

が

２

回

、

黒

田

政
子
さ
ん
、

豊

留

正

利

さ

ん

、

道

脇

春

子

さ

ん

と

松

田

二

郎

が

各

１

回

で

、

３
月
度
の
例
会
を
13
日
に
行
い

ま
し
た
。
見
学
者
を
含
め
26
人
の

参
加
で
し
た
。
組
合
員
さ
ん
が
友

人
を
誘
い
、
そ
の
友
人
が
友
を
誘

い
、
嬉
し
い
輪
が
で
き
、
て
ん
や

わ
ん
や
で
、
新
し
い
方
に
は
ご
迷

惑
だ
っ
た
か
な
と
思
い
つ
つ
も
、

嬉
し
い
悲
鳴
で
し
た
。

次
回

４
月
３
日
（
水
）
ジ
ャ

パ
ン
カ
ラ
オ
ケ
中
央
店
、
11
時
～

４
時
ま
で
、
参
加
費
３
０
０
円
、

お
昼
は
各
自
で
。

（
係

熊
給
富
子
、
佐
藤
晴
衣
）

カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
会

今
日
は
、
彼
岸

の
中
日
だ
っ
た
の

で
、
６
名
の
参
加

で
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
課

題
に
つ
い
て
は
、

橋
詰
さ
ん
の
個
人

レ
ッ
ス
ン
の
様
相

に
な
り
ま
し
た
。

○
足
を
肩
幅
に
開
き
、
足
と
腰
を
折
り
曲
げ
て
停
止
し

ま
す
。
両
手
は
力
を
ぬ
い
て
下
げ
ま
す
。
そ
の
ポ
ー

ズ
で
約
20
秒
程
。

効
果

太
も
も
の
前
と
後
ろ
の
ふ
く
ら
は
ぎ
の
筋
肉
を

強
く
し
、
疲
れ
を
取
り
ま
す
。

（
梅
田

全
美

記
）

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

⑥

大和の湯大津で 写真提供 辻井 良和

あ
る
人
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

つ
い
て
、
あ
る
人
は
Ｕ
Ｓ
Ｂ
の
使

用
方
法
（
デ
ー
タ
ー
の
保
存
法
、

パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
は
ず
し
方
等
）

に
つ
い
て
、
あ
る
人
は
Ｃ
Ｄ
の
使

い
方
に
つ
い
て
、
あ
る
人
は
コ
ミ

バ
ス
を
走
ら
す
会
名
簿
の
整
理
を
、

あ
る
人
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
画

面
の
保
存
を
学
習
し
ま
し
た
。

来
月

4
月
は
第
１
水
曜
と
第
３

水
曜
の
３
日
と
17
日
で
す
。

（
樋
口

公
允

記
）

合
計
８
回
で
し
た
。

次
回
は
４
月

17
日
（
水
）
午
前

９
時
か
ら
、
雨
天
時
は
、
４
月
19

日
（
金
）
に
な
り
ま
す
。
場
所
は

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で
す
。

初
参
加
の
黒
田
正
子
さ
ん
の
感

想
「
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
本
当
に
楽
し
か
ぅ
た
で
す
。
初

め
て
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
も
出
て
最

高
で
し
た
。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
」

初
参
加
の
白
石
初
美
さ
ん
の
感

想
「
初
め
て
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ

て
楽
し
い
半
日
で
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
終
了
後
全
員

で
食
事
会
と
、
温
泉
入
浴
で
楽
し

い
１
日
に
な
り
ま
し
た
。

（
松
田

二
郎

記
）

食
事
会

写
真
提
供

豊
留
正
利

絵手紙 提供 宮﨑 ヨシ子

サ
ー
ク
ル
短
信



４
月
例
会
は
30
日
（
火
）
菰
野

町
の
国
見
岳
１
１
７
２
ｍ

体
力
、

危
険
度
、
脚
力
何
れ
も
星

3✭
✭
✭

歩
行
時
間
約

4
時
間

集
合
場

所

文
化
会
館
第

3
駐
車
場

集

合
時
間
午
前

8
時

連
絡
は
岡
本

美
千
子
、
前
田

純
、
吉
岡
八
重

子
、
豊
留
正
利
ま
で
お
願
い
し
ま

す
。

（
豊
留

正
利

記
）

３
月
例
会

25
日
（
月
）
12
時

か
ら
食
事
と
映
画
、
「
北
の
零
年
」

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
。

（
辻
井

豊
子

記
）

４
月
の
例
会
は
、
10
日
（
水
）
、

９
時
30
分
よ
り
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
す

ず
か
３
階
研
修
室
Ａ
で
す
。

（
太
田

和
美

記
）

２
月
27
日
予
定
し
て
い
た
、
嬉

野
町
の
矢
頭
山
は
雨
で
、
３
月
５

日
に
延
期
し
て
、
曇
り
空
の
下
、

５
人
参
加
で
登
っ
て
き
ま
し
た
。

登
山
口
に
9
時
40
分
着
。
登
山
準

備
し
て
登
っ
て
い
る
と
、
豊
田
市

か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
来
た
一
団

に
、
途
中
で
追
い
つ
い
た
。
山
頂

は
冷
た
い
風
で
寒
か
っ
た
が
、
順

調
に
上
り
下
り
し
て
、
鈴
鹿
市
に

2
時
半
に
つ
く
。 矢

頭
山

２
月
例
会山

歩
会

（
７
３
１
ｍ
）

前
号
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
欄
の

鈴
木
日
出
生
さ
ん
の
県
大
会
優
勝

に
つ
い
て
、
話
を
聞
き
ま
し
た
。

退
職
後
、
老
人
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
か
ら
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
切
り

替
え
て
８
年
後
の
、
毎
日
の
練
習

が
実
っ
た
快
挙
で
し
た
。

昨
年
５
月
の
、
鈴
鹿
市
の
６
５

０
人
の
大
会
で
の
優
勝
に
続
い
て

４
月
例
会
の
お
知
ら
せ

（５） 第１９３号 き ら ら ２０１３.３．２２

開
花
の
具
合
で
ご
心
配
を
掛
け

て
い
ま
す
が
、
３
月
30
日
（
土
）

に
、
岡
崎
市
の
乙
川
堤
の
河
津
桜

を
見
に
行
き
ま
す
。
２
０
０
本
の

桜
が
見
事
で
す
。

★
集
合

文
化
会
館
東
駐
車
場
、

８
時
30
分
出
発

★
参
加
費

ガ
ソ
リ
ン
代
実
費
と

保
険
料
程
度

★
定
員
は
、
自
動
車
の
関
係
で

10

人
程
度
、
車
を
出
し
て
下
さ
れ
ば

何
人
で
も
。

４
月
例
会
の
26
日
は
、
支
部
定

期
総
会
と
重
な
る
た
め
休
み
ま
す
。

（
定
永

陽
子

記
）

音
読
の
会

花
を
め
ぐ
る
会

お
い
し
い
会

映
画
の
会

サ
ー
ク
ル
短
信

女
性
部
サ
ー
ク
ル

★３月１日（金）みそづくり 11 人、１５０㎏

★３月 14 日（木）市民いきいき健康講座、国

立鈴鹿病院、院長小長谷先生の「認知症と

は」他 ９人参加

★３月27日（水）正美さんの「よみかき教室」

１時 30 分～、ジェフリー

★３月 28 日（木）「女性の年金なぜ低い」福

森瑞子県本部副委員長のお話し １時 30 分

～、ジェフリー

★かよちゃ んの手芸教室、３月 29 日（金）

１時 00 分～、岡田集会所

４月 29 日（月・祝）１時から 会場岡田集

会所 フェルトで花を作ります。ハサミを

持ってきて下さい。申し込み 山中加代子

（３８３・ ４１４０）佐藤晴衣（３７８・

６４３３）

★４月 3 日（水）女性部四役会議、１時 30 分

～、ジェフリー

女性部から

ょっと勉強ち

経済財政諮問会議と日本経済再生本部

経
済
財
政
諮
問
会
議
は
、
小
泉
政
権
時
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
民
主
党
政
権
時
に
は
休
止
状
態
だ
っ
た
の
を
安
倍

政
権
に
な
っ
て
復
活
さ
せ
た
も
の
で
す
。
政
府
は
、
こ
の

経
済
財
政
諮
問
会
議
で
経
済
財
政
運
営
の
基
本
方
針
を
策

定
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

会
議
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、
労
働
者
や
消
費
者
の
代
表
は

選
ば
れ
て
い
ま
せ
ん
。
メ
ン
バ
ー
の
多
く
は
大
企
業
経
営

者
で
す
。

大
企
業
・
財
界
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
、
原
発
の
再
稼
働
、

労
働
法
制
の
規
制
緩
和
、
法
人
税
の
引
き
下
げ
な
ど
を
求

め
て
い
ま
す
。
安
倍
首
相
は
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
を
通

し
て
こ
れ
ら
の
大
企
業
・
財
界
の
方
針
を
受
け
入
れ
、
国

の
政
策
と
し
て
実
行
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

日
本
経
済
再
生
本
部
は
、
こ
れ
ら
の
政
策
を
具
体
化
さ

せ
る
司
令
塔
と
し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

安
倍
政
権
が
わ
れ
わ
れ
国
民
の
暮
ら
し
中
心
で
な
く
、

財
界
中
心
の
政
治
を
行
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か

で
す
。

（
桑
原

篤

記
）

の
優
勝
で
す
。

優
勝
し
た
三
重
県
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
協
会
創
立

20
周
年
記
念

大
会
（
６
０
０
人
）
で
は
、
２

ゲ
ー
ム
で
、
ホ
ー
イ
ン
ワ
ン
４

回
、
ス
コ
ア
ー

25
（
１
回
目
は

３
）
、
Ａ
～
Ｆ
６
組
の
ト
ッ
プ

賞
で
の
優
勝
で
し
た
。
過
去
の

県
大
会
で
は
、
新
春
記
念
大
会

３
位
、
会
長
杯
５
位
の
成
績
を

挙
げ
て
い
ま
し
た
。

優
勝
の
談
話
「
ま
ぐ
れ
で
し

た
。
平
常
心
で
い
け
た
の
が
よ

か
っ
た
。
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が

続
き
、
私
へ
の
声
援
が
す
ご
か
っ

た
。
来
年
の
大
会
で
、
１
ラ
ウ

ン
ド
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
３
回
の

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
賞
を
受
け
ま
す
。
」

Ｇ
Ｇ
県
大
会

鈴
木
日
出
生
さ
ん
優
勝

喜
び
の
鈴
木
さ
ん

写
真
提
供

勝
谷

鐵
幸

４
月
例
会

４
月
上
旬
、
伊
勢

市
横
輪
、
横
輪
ざ
く
ら
。

（
林

和
代

記
）



む
か
し
、
あ
る
山
に
子
ど
も
を

た
く
さ
ん
持
っ
た
鬼
が
住
ん
で
い

ま
し
た
。

鬼
は
、
子
ど
も
に
食
べ
さ
せ
る

た
め
、
村
に
や
っ
て
き
て
、
人
間

の
子
ど
も
を
さ
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
を
さ
ら
わ
れ
て
は
た
い

へ
ん
と
、
人
間
の
親
た
ち
は
夜
も

眠
れ
ま
せ
ん
。
子
ど
も
を
さ
ら
わ

れ
た
親
た
ち
は
、
泣
き
悲
し
ん
で

食
べ
物
も
の
ど
を
通
り
ま
せ
ん
。

や
せ
細
っ
て
、
中
に
は
死
ぬ
人
も

あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
す
を
見
て
い
た
神
様

が
、
鬼
の
子
を
一
つ
隠
し
ま
し
た
。

鬼
は
狂
っ
て
探
し
回
り
ま
し
た
。

神
様
は
鬼
に
言
い
ま
し
た
。

（６）第１９３号 き ら ら ２０１３．３．２２

「
お
ま
え
は
、
た
く
さ
ん
の
子
ど

も
が
い
る
の
に
、
一
つ
子
ど
も
が

い
な
い
だ
け
で
、
そ
ん
な
に
狂
い

ま
く
る
。
人
間
が
数
少
な
い
子
ど

も
を
な
く
し
た
、
そ
の
気
持
ち
を

ど
う
思
う
か
」

鬼
は
涙
を
流
し
て
あ
や
ま
り
ま

し
た
。
そ
し
て
人
間
の
子
ど
も
を

守
っ
た
り
助
け
た
り
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

村
の
人
々
は
喜
ん
で
、
鬼
を
子

ど
も
を
守
っ
て
く
れ
る
神
様
と
し

て
あ
が
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

人
間
の
肉
に
良
く
似
た
石
榴
（
ざ

く
ろ
）
を
さ
し
あ
げ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
は
、
子
ど
も
の
病
気

が
な
お
っ
た
と
き
、
願
い
事
を
す

き
ら
ら
文
芸

短
歌俳

句

す
い
せ
ん
の
花
さ
き
ほ
こ
る
散
歩
道

梅
田
全
美

バ
レ
ン
タ
イ
ン
孫
の
手
作
り
チ
ョ
コ
を
食
べ

春
う
ら
ら
老
舗
の
雛
を
眺
め
つ
つ

川
北
し
な

春
が
す
み
風
も
や
わ
ら
ぐ
関
の
街

孫
と
住
み
会
話
少
な
し
五
十
の
差

中
平
恵
美
子

春
め
い
て
く
さ
き
芽
吹
い
て
気
を
と
ら
れ

黄
砂
降
る
風
化
は
げ
し
き
磨
崖
佛

東
口
正
男

ま

が
い
ぶ
つ

日
脚
伸
ぶ
年
金
で
買
う
鍬
と
鎌

く
わ

か
ま

川
柳

維
新
ら
は
自
民
の
口
に
成
り
た
が
り

余
志
嘉
壽

Ｔ
Ｐ
Ｐ
耳
を
塞
い
で
飛
び
降
り
る

童
話

鬼
子
母
神

【
寸
評
】

お
も
し
ろ
い
お
話
で
す
ね
。

日
本
の
説
話
、
伝
承
の
な
か
に
伝

え
ら
れ
た
お
そ
ろ
し
い
怪
物
。
大

江
山
の
酒
呑
童
子
、
鈴
鹿
山
の
立

烏
帽
子
な
ど
。
鬼
は
、
凶
暴
性
の

一
面
、
神
と
し
て
畏
れ
ら
れ
る
。

寺
社
の
節
分
行
事
と
し
て
鬼
払
い

や
、
秋
田
の
ナ
マ
ハ
ゲ
は
、
悪
霊

を
追
放
し
無
病
息
災
を
祈
る
。

「
鬼
子
母
神
」
（
き
し
も
じ
ん
・

き
し
ぼ
じ
ん
）
は
、
『
地
獄
草
子
』

に
描
か
れ
て
い
る
。
十
二
世
紀
。

（
講
師

加
藤

正
美

記
）

糸
柳
昿
子

春
浅
し
被
災
し
て
よ
り
二
周
年
忘
れ
て
な
い
よ
集
会
に
行
く

原
発
を
な
く
し
て
こ
そ
の
復
興
と
声
た
か
だ
か
と
叫
び
て
き
た
り

被
災
地
の
二
周
年
目
の
映
像
を
見
つ
つ
涙
の
あ
ふ
れ
て
や
ま
ず

丹
治

義
子

女
性
部

よ
み
か
き
教
室

る
と
き
は
、
か
な
ら
ず
石
榴
を
上

げ
ま
し
た
。

こ
れ
が
、
鬼
子
母
神
様
（
き
し

ぼ
じ
ん
さ
ま
）
と
し
て
お
祭
り
を

す
る
村
の
由
来
で
す
。

わ

た

し

と

憲

法

松
下

加
代
子

爆
弾
が
落
ち
て
、
夜
空
に
真
っ
赤

な
火
の
手
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

近
く
の
山
に
作
っ
て
あ
る
、
大
き

な
防
空
壕
の
中
で
遊
ぶ
の
も
楽
し

か
っ
た
。

戦
後
の
男
女
平
等
、
い
い
時
代

で
し
た
。
津
市
藤
方
の
自
動
車
試

験
場
で
「
紅
一
点
」
、
自
動
二
輪

メ
グ
ロ
で
免
許
を
取
り
ル
ン
ル
ン

で
し
た
。
そ
の
頃
日
産
の
ダ
ッ
ト

サ
ン
や
三
輪
自
動
車
を
無
免
許
で

乗
っ
た
り
、
楽
し
い
独
身
時
代
が

あ
り
ま
し
た
。

い
ま
、
平
和
が
崩
れ
そ
う
で
す
。

憲
法
九
条
を
ま
も
ら
な
い
と
。
後

世
の
人
々
の
た
め
に
！
。
痛
感
し

て
い
ま
す
。

憲
法
に
は
鈍
、
鈍
感
な
私
に
２

番
バ
ッ
タ
ー
が
来
ま
し
た
。
子
供

の
頃
は
何
も
か
も
楽
し
く
て
、
憲

法
に
は
何
の
記
憶
も
あ
り
ま
せ
ん
。

戦
争
も
激
し
く
な
り
、
津
市
に

句
会

一
席

う
す
ぐ
ら
き
谷
間
に
光
る
藪
椿

辻
井
豊
子

二
席

大
声
の
児
童
ら
の
声
風
光
る

糸
柳
昿
子

こ

ど
も

三
席

散
歩
道
つ
く
し
を
み
つ
け
心
浮
く

三
林
保
子

（
寸
評
）
三
句
と
も
季
語
が
生
き
て
い
る
。

詩

暦

新
し
い
暦
に
予
定
を
書
く

内
科
予
約
、
歯
科
予
約
、
整
形

外
科
予
約

新
し
い
暦
に
予
定
を
書
く

明
日
の
ラ
ン
チ
は
お
洒
落
な
イ

タ
リ
ア
ン

い
っ
ぱ
い
サ
ー
ビ
ス
つ
く
と
嬉

し
い
な

新
し
い
暦
に
予
定
を
書
く

生
き
て
い
る
っ
て
忙
し
い

焦
ら
ず
ゆ
っ
く
り
自
然
体
で
い

こ
う新

し
い
暦
に
予
定
を
書
く

何
で
も
話
せ
る
友
達
っ
て
い
い
、

心
も
楽
に
し
て
く
れ
る

暦
に
い
っ
ぱ
い
「
花
丸
」

つ

け
た
い
な

こ
れ
か
ら
始
ま
る
新
し
い
暦

戦
い
は
、
ご
め
ん

原
発
は
、
い
ら
な
い

鈴
鹿
支
部
第
17
回
総
会

４
月
26
日
（
金
）
10
時
～
15
時

ジ
ェ
フ
リ
ー
す
ず
か

ホ
ー
ル

○
全
員
参
加
で
す
。
（
欠
席
さ

れ
る
人
は
、
必
ず
委
任
状
を

提
出
下
さ
い
。
）

○
弁
当
・
茶
・
菓
子
あ
り
ま
す
。

○
駐
車
は
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
す
ず

か
第
２
駐
車
場
に
駐
め
て
下

さ
い
。

○
交
通
手
段
の
な
い
方
は
、
遠

慮
な
く
、
出
席
確
認
の
時
に

お
知
ら
せ
下
さ
い
。

三
林
保
子



（７） 第１９３号 き ら ら ２０１３.３．２２

は
こ
べ
の
白
い
花
が
咲
い
て
い
る
。

し
ょ
か
つ
菜
の
紫
の
花
、
水
仙
の

花
が
咲
き
な
ら
ん
で
い
る
が
、
草

を
取
ら
ず
、
手
入
れ
を
し
な
い
の

で
、
わ
た
し
の
体
よ
り
も
草
の
方

が
生
き
生
き
と
元
気
に
し
て
い
る
。

そ
の
草
の
上
に
落
ち
て
い
る
黄
色

い
金
柑
は
、
鵯
（
ひ
よ
ど
り
）
が

来
て
食
べ
落
と
し
た
の
が
ち
ら
ば
っ

て
い
る
。
ね
ぐ
ら
は
何
処
な
の
か
、

朝
早
く
か
ら
五
、
六
羽
で
来
る
鵯

は
、
な
ん
で
も
食
べ
る
。
白
菜
、

キ
ャ
ベ
ツ
、
え
ん
ど
う
の
葉
を
食

べ
、
南
天
の
赤
い
実
は
、
喉
を
鳴

ら
し
て
食
べ
て
い
た
の
で
、
も
う

南
天
の
実
は
全
部
無
く
な
っ
た
。

鵯
は
、
毎
年
こ
こ
を
当
て
に
し
て

来
る
よ
う
だ
。

杏
の
花
と
触
れ
合
っ
て
金
木
犀

の
大
き
な
木
、
そ
の
枝
と
枝
を
交

し
て
八
朔
蜜
柑
が
枝
を
ひ
ろ
げ
て

い
る
。
こ
の
八
朔
は
、
五
ヶ
所
の

安
部

博
史
さ
ん

己
喜
代
さ
ん

組
合
員
訪
問
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
第
92
回

昭
和
25
年
、
久
留
米
市
に
生
ま

れ
ま
し
た
。
中
学
１
年
生
の
時
父

の
都
合
で
鈴
鹿
市
に
移
り
、
高
校

を
出
て
自
衛
隊
へ
。
３
ヶ
月
の
訓

練
期
間
中
に
、
ソ
連
や
中
国
に
対

す
る
反
感
を
植
え
付
け
る
教
育
と
、

鉄
砲
の
実
射
訓
練
で
、
こ
ん
な
人

殺
し
の
教
育
は
耐
え
ら
れ
な
い
と
、

訓
練
終
了
３
日
前
に
退
職
し
ま
し

た
。そ

の
後
仕
事
を
い
く
つ
か
変
わ

り
、
縁
あ
っ
て
ト
ナ
ミ
運
輸
に
就

職
し
、
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
の

配
車
係
に
な
り
、
仕
事
上
で
効
率

的
に
も
良
い
成
績
を
上
げ
ま
し
た
。

し
か
し
、
同
僚
の
忌
引
き
や
慶

事
休
が
多
く
、
配
車
係
な
の
に
、

運
転
手
の
穴
埋
め
を
さ
せ
ら
れ
、

休
め
な
い
の
で
、
嫌
に
な
っ
た
と

こ
ろ
で
他
の
運
送
会
社
の
引
き
が

あ
り
、
今
の
会
社
に
入
り
ま
し
た
。

配
車
専
門
に
、
電
話
１
本
で
仕

事
を
し
て
い
ま
す
が
、
親
切
丁
寧

な
配
車
で
、
個
人
契
約
の
運
転
手

の
支
持
も
強
く
、
定
年
後
も
半
年

契
約
の
連
続
で
、
思
い
の
ま
ま
に

仕
事
が
さ
ば
け
て
、
楽
し
く
て
仕

様
が
な
い
の
で
す
。
働
け
る
内
は

働
き
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
頃
の
楽
し
み
は
、
奥
さ
ん
の

己
喜
代
さ
ん
（
昭
和
49
年
に
結
婚
）

と
一
緒
に
、
家
庭
菜
園
で
野
菜

（
玉
葱
、
大
根
、
な
ば
な
、
高
菜
、

春
菊
、
餅
菜
、
ほ
う
れ
ん
草
、
ト

マ
ト
な
ど
）
を
作
り
、
ミ
ニ
ト
マ

ト
は
３
本
で
５
０
０
箇
も
採
れ
ま

し
た
。

そ
の
ほ
か
、
老
化
防
止
に
ス
ポ
ー

ツ
ジ
ム
に
通
っ
た
り
、
時
に
は
ゴ

ル
フ
、
そ
れ
に
温
泉
へ
も
良
く
行

き
ま
す
。

ゆ
っ
く
り
世
界
旅
行
で
も
と
尋

ね
た
ら
、
今
ま
で
飛
行
機
に
乗
っ

た
こ
と
が
な
い
の
で
、
自
家
用
車

で
東
北
や
北
海
道
へ
行
っ
て
み
た

い
。
き
ら
ら
の
佐
々
木
馨
さ
ん
の

北
海
道
旅
行
記
は
全
部
読
み
ま
し

た
と
の
こ
と
で
し
た
。

文
・
写
真

辻
井

良
和

花
と
い
っ
し
ょ
に
暮
ら
す

お
元
気
で
す
か

二
階
の
窓
に
よ
り
か
か
っ
て
外

を
見
て
い
る
と
、
日
差
し
は
暖
か

く
て
、
明
る
か
っ
た
。

杏
の
花
が
満
開
で
、
日
に
映
え

て
咲
い
て
い
る
。
時
ど
き
花
び
ら

が
こ
ぼ
れ
る
よ
う
に
散
る
。
目
白

が
来
て
い
て
、
枝
を
移
っ
た
の
だ
。

し
ば
ら
く
見
て
い
る
と
、
や
は

り
、
目
白
は
仲
よ
く
二
羽
で
来
て

い
た
。
満
開
の
花
の
中
か
ら
、
花

を
散
ら
し
て
、
わ
た
し
に
見
え
る

枝
に
止
ま
っ
た
目
白
、
も
う
１
羽

の
目
白
が
枝
移
り
し
て
来
て
、
二

羽
が
ち
か
づ
き
あ
っ
た
が
、
す
ぐ

に
二
羽
共
満
開
の
花
の
中
に
消
え

て
い
っ
た
。

杏
の
花
の
木
の
下
は
、
冬
の
草

が
生
え
て
、
そ
の
中
に
ま
じ
っ
て
、

セシウムが飛ぶ

山野 治

羽
根
生
え
て
セ
シ
ウ
ム
が
飛
ぶ
花
の
空

啓
蟄
の
蟻
は
セ
シ
ウ
ム
ま
み
れ
か
な

着
ぶ
く
れ
て
汚
染
の
町
を
横
ぎ
れ
り

老
人
寒
し
汚
染
の
声
か
耳
鳴
り
か

お
日
様
に
肩
あ
た
た
か
く
耕
せ
り

山
野

治

海
の
湾
岸
、
下
津
浦
で
、
米
を
作
っ

て
、
鯛
を
育
て
て
い
た
友
人
の
畑

か
ら
苗
木
を
貰
っ
て
植
え
た
。

植
え
て
か
ら
三
十
数
年
、
毎
年

五
月
半
ば
に
は
花
が
咲
い
て
、
花

が
匂
う
と
、
下
津
浦
の
海
と
山
の

景
色
が
見
え
て
、
白
い
歯
を
見
せ

た
友
人
の
笑
顔
が
、
浮
か
ぶ
よ
う

に
空
に
出
る
。

八
朔
の
木
の
横
に
は
白
い
花
の

椿
、
そ
の
横
に
梅
の
花
が
咲
い
て
、

山
茶
花
の
赤
い
花
が
咲
い
て
、
連

ぎ
ょ
う
の
花
芽
が
黄
い
ろ
く
ふ
く

ら
ん
で
光
っ
て
い
る
。
そ
の
下
に

は
、
土
に
低
く
草
木
瓜
の
赤
い
花

が
咲
い
て
い
る
。

百
日
紅
（
さ
る
す
べ
り
）
、
銀

杏
（
い
ち
ょ
う
）
、
石
榴
（
ざ
く

ろ
）
の
木
は
、
今
は
裸
の
木
で
、

木
肌
を
ほ
の
か
に
光
ら
せ
て
、
空

に
向
い
て
立
っ
て
い
る
。
枝
先
に

芽
を
ひ
か
ら
せ
て
い
る
榠
櫨
（
か

り
ん
）
の
木
、
支
柱
を
巻
き
こ
ん

で
伸
び
て
、
花
芽
を
い
っ
ぱ
い
つ

け
て
、
そ
ば
へ
寄
る
と
「
こ
ん
に

ち
わ
」
と
言
う
通
草
（
あ
け
び
）
。

次
女
が
好
き
で
植
え
た
姫
辛
夷

（
ひ
め
こ
ぶ
し
）
が
、
百
よ
り
多

く
蕾
を
つ
け
て
、
苞
が
は
じ
け
て

中
の
ピ
ン
ク
の
色
が
見
え
て
、
花

を
咲
こ
う
と
し
て
い
る
。

白
蓮
の
木
が
枝
を
ひ
ろ
げ
て
伸

ば
し
て
、
花
が
満
開
に
咲
い
て
い

る
。
ど
の
花
も
、
青
い
空
に
向
い

て
咲
い
て
い
る
。
花
の
上
の
空
を

通
る
お
日
様
に
、
「
今
日
は
ゆ
っ

く
り
と
、
花
の
空
を
通
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
、
わ
た
し
は
そ
う
言
っ

て
、
花
を
眺
め
て
い
た
。



（８）第１９３号 き ら ら ２０１３．３．２２

（４人分）えび中12尾 さやえんどう200ｇ

きくらげ8枚 ゆでたけのこ50ｇ

（Ａ 塩小さじ1 砂糖小さじ1／2 酒大さじ1）

酒 塩 かたくり粉 油

1.えびは背わたをとって殻を除き、酒大 さじ1／2、

塩少々、かたくり粉大さじ1をまぶす。

2 さやえんどうは筋をとり、洗って水気をきる。歯ご

たえが残るように下ゆでせず、さっと炒めておく。

きくらげは水でもどし、かたい部分を除いて一口大

に切る。

たけのこは縦半分にし、薄切りにする。

3 中華鍋に油大さじ1を熱し、さやえんどうを炒めて

塩少々をふり、取り出す。

4．3の鍋に油大さじ2を足し、1を炒める。

色が変わったら、きくらげ、たけのこを加えて軽

く炒め、さやえんどうをもどし入れる。

Ａを加えて調味する。

材料

旬
の
味

矢板橋 充子

作り方

支部日誌

２月22日(金)｢きらら｣編集・発行・連絡会
24日(日)２月誕生会
26日27日(水)東海ブロック支部交流集会
27日(水)山歩会(嬉野 矢頭山)

正美さんのよみかき教室
３月１日(金)女性部みそづくり

２日(土)九条の会すずか 学習会
｢きらら」編集会議

６日(水)県本部定期大会(伊勢トピア)
パソコン教室

７日(木)第11回組織部会(9:30～)
８日(金)第11回執行委員会
10日(日)３．10さようなら原発三重パレード
12日(火)松元ヒロソロライブ(鈴鹿市文化会館）
13日(水)重税反対鈴亀集会 デモ 確定申告

カラオケ楽しむ会
14日(木)いきいき健康講座(鈴鹿病院)
15日(金)コミバスをよくする会見学会(碧南市)
19日(火)温泉めぐる会「大和の湯大津店」
20日(水)グランドゴルフ・食事会
22日(金)｢きらら｣編集・発行・連絡会

高齢者津大会鈴鹿市地域実行委員会
おいしい会「グリンＫ］

25日(月)映画の会「北の零年」
27日(水)山歩会「野登山」

正美さんのよみかき教室
28日(木)女性部学習会
29日(金)かよちゃんの手芸教室
30日(土)花めぐる会（岡崎 河津桜）

たんぽぽの家内覧会
31日(日)たんぽぽの家開所式

４月２日(火)｢きらら」編集会議
３日(水)第12回組織部会(9:30～社会福祉ｾﾝﾀｰ）

パソコン教室・カラオケの会
コミバスをよくする会役員会

４日(木)女性部四役会議
５日(金)第12回執行委員会(ジェフリーすずか)
７日(日)鈴鹿革新懇 総会（午前)

九条の会すずか 総会・記念講演(后)
10日(水)音読の会
17日(水)パソコン教室･グランドゴルフ
19日(金)温泉めぐる会（竜泉寺温泉浄水店）
20日(土)｢きらら｣編集・発行・連絡会
26日(金)鈴鹿支部総会(ジェフリーすずか)
30日(火)山歩会（国見岳）

サークル掲示板
サークル名 サークル連絡先 次回例会

女性部サークル

《サークルへは乗る人も乗せる人も助け合いの心で気軽に乗り合わせて行きましょう。》

催
し
物
案
内

①
３
月
31
日
（
日
）
10
時
～

希
望
の
里
た
ん
ぽ
ぽ
隣
り

内
覧
会

３
月
30
日
（
土
）

②
４
月
３
日
（
水
）
13
時
30
分
～

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
中
会
議
室

③
４
月
７
日
（
日
）
10
時
30
分
～

文
化
会
館
さ
つ
き
プ
ラ
ザ

④
４
月
７
日
（
日
）
13
時
30
分
～

文
化
会
館
さ
つ
き
プ
ラ
ザ

記
念
講
演

森

英
樹
さ
ん

（
名
大
名
誉
教
授
）

「
安
倍
政
権
再
登
場
で
ど
う
な

る
九
条
、
ど
う
す
る
九
条
」

鈴
鹿
革
新
懇
総
会

カット 樋口 出

えびと
さやえんどうの

塩炒め

パソコン教室 樋口 公允（℡ 387-3541） ４月３・17日(水)13:00～白子コミセン

俳句の会 三林 保子（℡ 382-6183） 休み

旅の会 辻井 豊子（℡ 386-0529） 2013年10月 戸隠・草津温泉

山歩会 豊留 正利（℡ 382-6539） ４月30日(火)菰野 国見岳

温泉めぐる会 辻井 良和（℡ 386-0529） ４月19日(金)豊田市「竜泉寺温泉浄水店」

グランドゴルフ 松田 二郎（℡ 374-3134） ４月17日(水)９:00～フラワーパーク(雨天４月19日)

将棋くらぶ 樋口 公允（℡ 387-3541） 未定

カラオケを楽しむ会 熊給 富子（℡ 388-1380） ４月３日(水)11:00～16:00 ｼﾞｬﾊﾟﾝｶﾗｵｹ中央店

佐藤 晴衣（℡ 378-6433） (会費 300円 お昼は各自で)

おいしい会 矢板橋充子（℡ 370-1929） ４月は休み

花をめぐる会 林 和代（℡ 382-4003） ３月30日(土)岡崎「河津桜」４月上旬 横輪さくら

音読の会 太田 和美（℡ 383-4545） ４月10日(水)9:30～ジェフリーすずか

映画の会 辻井 豊子（℡ 386-0529） ３月25日(月）13:30～社会福祉センター｢北の零年｣

わたしのレシピ

た
ん
ぽ
ぽ
の
家
開
所
式

九
条
の
会
す
ず
か
総
会
・
講
演

コ
ミ
バ
ス
よ
く
す
る
会
役
員
会


